
会 議 名 令和６年度　玉藻公園管理委員会

開催日時 令和６年１１月２７日（水）　午後２時～３時

開催場所 玉藻公園　披雲閣　蘇鉄の間

議　　題
（報告事項）

（１）報告事項
　１．令和５年度及び６年度管理事業について
　２．令和５年度及び６年度整備事業について
　３．その他
（２）諮問事項
　１．玉藻公園入園料等の見直し（案）について

公開の区分 ■　公開　　　□　一部公開　　　□　非公開

上記理由

出席委員
増田拓朗委員、高橋委員、西山委員、深田委員、中村委員、佐伯委員
岡委員、増田祐子委員、松前委員

傍 聴 者 　０人

担当課及び
連絡先

　文化財課　087-839-2660

（委　員） 県立ミュージアム、高松中央商店街などとの連携、瀬戸芸との連携、コア層ファン向けのイ
ベント実施を行っていくことも検討してもいいと思う。

（委　員） どんどん入園者が増えて、満足をして帰られることを、さらに来年も考えていただいたらと
思う。

（委　員） 良い場所が園内にたくさんあるので、わかりやすいように掲示や看板を増やしていくのも大
切だと思う。

（委　員） 基準使用料はどのように算出されているのか。

（事務局） 令和５年度より貸館などの使用料を改めて見直しをするということを、全庁的に行ってお
り、そこで示された基準に基づいて試算している。試算の仕方としては、例えば指定管理料
であったり、施設の維持管理に要する費用を元にして、試算している。

（委　員） 基準使用料と差があるものは、今後どのくらいのスパンで上げていく予定なのか。

（事務局） この後の見直し基準は、指定管理の施設については５年に１度見直しをするとなっているの
で、次回は５年後の見直しを予定している。

（委　員） 耐震補強を行っていない部屋について、今後耐震補強した際には、５年後に上げるという認
識で良いか。

（事務局） 基本的には今回の見直しと同じ考え方に基づき、次回の見直しの際に、耐震補強や維持管理
に一定の経費を要した部屋に関しては、その部分も含めて見直しをしたいと考えている。

会　議　記　録

　高松市附属機関等の設置、運営に関する要綱の規定により、次のとおり会議記録を公表します。

会議の経過及び結果

 報告事項の説明後、委員から下記の意見等があった。

諮問事項の説明後、委員から下記の意見等があった。
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（委　員） 値上げを行う際には、お客様の立場も考えて、代わりにサービスを充実させる等の機能を増
やすことが大切になると思う。

（事務局） 様々な付加価値をつけていくべきだと考えている。ただ、玉藻公園に関しては値上げより前
に付加価値がついていると認識している。
例えば、桜御門復元。これまで高松城跡では歴史的な復元はなかったが、復元したことに
よって、よりお城の臨場感が高まったと思う。
また、現在進めている陳列館のリニューアル。外国人の入園が増えているということを受け
て、多言語表記を進めている。最後に、トイレについても、順次洋式化をしている。
今後については、案内表示を見直していく中で、入園者が利用しやすく、入園料は上がった
が、楽しめたというような様々な取組を考えていきたいと考えている。

（委　員） 議会へ提案する場合、現在こういうことを進めているが、将来に向かっての取組を行ってい
くためには、料金の値上げが必要だという提案理由を入れてもらうことは可能なのか。

（事務局） 議会への説明の中で、いただいた御意見を活かしていきたいと考えている。

（委　員） 管理事務所で玉藻公園のグッズを販売しているが、売り場が分かりにくいため、売っていな
いのと同じだと思う。記念品や歴史的な情報も含めて、様々なサービスの提供がなされて、
それをもって玉藻公園の価値が決まると思う。今すぐ情報の提供、発信にもっと力をいれて
いくべきと思う。

（事務局） グッズ売り場については、前から懸案になっているが、国の史跡や名勝にも指定されてお
り、今すぐにというのは難しい。ただ、わかりやすい販売方法等を検討して、玉藻公園の魅
力を知ってもらえるような取組を行っていきたい。

（委　員） 入園料について、今は現金払いしかできないが、電子での支払いができるようになればいい
と思う。スマホで支払ったときに、自動的にアプリがダウンロードされて、AR天守閣が見れ
るようになる等、歴史の一部が帰ってからもお土産になるような付加価値がついた入園料に
するべきだと思う。そうすることによって、他の方に波及していく効果もあると思う。

（事務局） 検討していきたい。

※ 入園料等の見直し内容については、反対意見もなく、事務局案は「了」となった。答申文に
ついては、会長にとりまとめが一任された。

会議の経過及び結果
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